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1.初めに 
サポートベクターマシン(以下 svm)はパター

ン認識性能の優れた学習モデルのひとつであ

る.今回は svm を理解したうえで,svm の特徴

を利用した実験を行い svm の性能を見ること

を目的としている. 
2.線形 svm 
線形識別関数 f(x)を 
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が与えられていて,二つのクラス X1,X2 に分離

することを考えるので満たすべき条件を 
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とする.ところで,点 から分離境界 g(x)=0 と

の距離は
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ということは②を満たす識別関数において学

習データは識別境界線から w/1 の領域には

存在しない .この領域をマージン領域と呼

び,svm ではこの領域を最大にする識別境界を

最良とする.つまり②の条件の下でマージン領

域 w/2 を最大にするような w および b を考

えればよい.ここで学習データ に関する教師

信号を とし,次のように定義する. 
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これにより②の式を書き直すと 
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この条件でマージン領域 w/2 を最大化する

問題を考える .式の扱い上 w/2 のままだと

後々大変なので 
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の最小化問題に置き換える. 
この最小化問題をそのまま解くのは困難なの

で,ラグランジュ未定乗数法を使って問題を置

き換える. 

ix に 対 応 す る ラ グ ラ ン ジ ュ 未 定 乗 数

iλ )...1,0( Nii =≥λ を要素とするベクトルλを定

義すると,ラグランジュ関数 は次のように

なる. 
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w および b に関する偏微分より 
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という関係式が成り立つ.この式を⑥に代入す

ると 
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の下で⑧を最大にする問題となる. 
解 iλ が 0 でない学習データ のことを「サポ

ートベクター」と呼び, この はマージン領域

を最大とするようなマージン領域の最端に存

在する. 
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3.svm とその応用 
svm は未知のデータに対して非常に精度が高

い識別ができ,また大量のデータを識別するの

に有効である.これらの特徴を生かせる実験と

して,svm を利用したメールフィルタを作成し

テストを行うことにした. 
3.1.作成するメールフィルタの概要 
メールの読み込み作業を簡単にするために日

本語のメールのみを取り扱うことにする. 
メールの本文より漢字のみを抜き出し,出てき

た回数により svm に適用する.ただし,漢字の
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数が膨大になることが予想されるので一文字

の漢字は除くことにした. 
漢字抜き出しの例： 
私は山梨の出身です.他に山梨出身の人は居ま

すか？ 
山梨→１,出身→１,山梨出身→１ 
3.2.作成する svm の概要 
全ての迷惑メールについて出てくる単語の回

数を調べ,出てくる回数の多いものについては

メール一つに何回ずつ出てくるかを調べ

る.svm の入力は出てくる回数で学習用メール

はランダムに選び,また学習用メールによって

出力も変わってくるので 10 回ごとの平均を四

捨五入して表すことにした. 
4.実験 
A,B,C,D,E,F でそれぞれ条件を変えた場合の

識別の結果を表 1,2 に表した.通常は通常メー

ルを迷惑は迷惑メールを○は識別したことを

×は間違って識別をしたことをそれぞれ表す. 
A：svm を利用せず出てくる単語のうち,出て

くる頻度が上から 10 番目までの単語が出てき

たら迷惑メールと判別する. 
B：A の条件で使用する単語のうち「通常メー

ルのうち一回でも出てくる単語については除

外する.」という条件を加える. 
C：svm を利用する.入力する単語数は 10,学習

用のメールは通常メール 10 通,迷惑メール 10
通とする. 
表 1:A,B,C の識別結果 
 通常○ 通常× 迷惑○ 迷惑× 

A 335 89 230 15 
B 424 0 147 88 
C 423 1 160 75 
D：C の条件の入力の単語数を 20 に変更する. 
E：C の条件の学習用メールを通常メール 20
通,迷惑メール 20 通に変更する. 
F：C の条件の入力の単語数を 20 に,学習用メ

ールを通常メール 20 通,迷惑メール 20 通に変

更する. 
 

表 3:C,D,E,F の識別結果 
 通常○ 通常× 迷惑○ 迷惑× 

C 423 1 160 75 
D 424 0 184 51 
E 424 0 185 50 
F 424 0 201 34 
5,考察 
入力の単語数,学習用のメールを増やすほど,識
別度が高くなる. 
識別が上手くできなかったメールを見てみる 
とメールの本文が短い場合が多かった.識別に

単語の頻度を使用するので短ければ通常メー

ルと単語自体が少なくなり誤識別してしまう

と予想される. 
これらの考察を踏まえたうえでの改良点とし

て挙げられるのは 
･メールの読み込み方法の改良. 
漢字だけでの識別ではなく,ひらがなをまじえ

た単語や英単語を含む単語での識別ができる

と良い. 
･識別方法の改良. 
今回は線形 svm を利用して識別をしたが,非線

形 svm を利用しての識別でも可能である.非線

形 svm の方が細かく分けることができるので,
良い結果を出すと思われる. 
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